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背景画像出典）令和 6 年度[第 36-K1802-01 号]静岡海岸ほか海岸調査に伴う測量業務委託（空中写真撮影）成果物 

図 3.3.2 浅畑川におけるナガエツルノゲイトウの分布状況 

 

流れの方向 

越流堤 
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（2）駆除活動及び駆除作業によるナガエツルノゲイトウの分布状況の変化 

令和 6（2024）年度に実施されたナガエツルノゲイトウの駆除活動箇所（情報提供：麻機遊水

地ネイチャーポジティブ産官学民連携チーム）および静岡県が実施した駆除作業箇所と本調査結

果を比較すると、令和 6（2024）年 12 月 20 日に駆除が実施された浅畑川起点付近では、ナガエ

ツルノゲイトウの分布は限定的であり、確認された個体の多くは低密度であった。一方、2～3 月

に駆除が実施された麻機遊水地第 3 工区沿いでは、駆除後であるにもかかわらず高密度の群落が

広範囲に分布しており、当該作業による明瞭な駆除効果は確認されなかった。 

 

 
背景画像出典）令和 6 年度[第 36-K1802-01 号]静岡海岸ほか海岸調査に伴う測量業務委託（空中写真撮影）成果物 

図 3.3.3 浅畑川におけるナガエツルノゲイトウの駆除活動及び駆除作業と分布状況の推移 

 

R6/2/21 日～R6/3/7 

駆除作業実施 

ナガエツルノゲイトウ駆除場所 

浅畑川起点 
越流堤 
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（3）分布状況の推移（平成 30（2018）年度～令和 7（2025）年度） 

浅畑川では、平成 30（2018）年度からナガエツルノゲイトウの分布が確認されているが、これ

らは麻機遊水地第 3 工区の調査に付随して確認されたものであり、浅畑川全域を対象とした分布

調査は令和 7（2025）年度が初めての実施である。このため、平成 30（2018）年度から令和 6（2024）

年度までの調査結果については参考資料として位置付ける。 

ナガエツルノゲイトウは平成 30（2018）年度に 6 地点 29 ㎡で初めて確認された。その後、令

和 4（2022）年度には確認地点数は 1 地点であったものの、生育面積は 900.15 ㎡と大きく増加し

た。令和 6（2024）年度には 1 地点 227.15 ㎡と一時的な減少がみられたが、令和 7（2025）年度

の全域調査では 80 地点 5055.46 ㎡と、地点数および生育面積ともに大幅な増加が確認された。 

以上より、浅畑川ではナガエツルノゲイトウが既に広域的に定着しており、単年度の除去作業

では十分な抑制が困難である状況が示された。今後は、重点区域を設定し、計画的な除去の継続

と、効果検証を伴うモニタリングの実施が必要である。 

 

表 3.3.2 浅畑川におけるナガエツルノゲイトウの確認地点数、分布面積の推移 

平成 30（2018）年度 
2

 

令和 4（2022）年度 

 

令和 6（2024）年度 

 

令和 7（2025）年度 

地点数 面積（m2） 地点数 面積（m2） 地点数 面積（m2） 地点数 面積（m2） 

6 29.00 1 900.15 1 227.15 80 5055.46 

麻機遊水地第 3 工区沿い  麻機遊水地第 3 工区沿い  麻機遊水地第 3 工区沿い  浅畑川全域 

※平成 30～令和 6 年は第 3 工区の調査において浅畑川（第 3 工区沿いの一部）で確認されたものである 
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平成 30（2018）年度（6 地点、29.00 ㎡） 

 
【資料】平成 30 年度麻委第 3 号麻機遊水地植生調査業務報告書 

令和 4（2022）年度（1 地点、900.15 ㎡） 

 
【資料】令和 4 年度麻委第 2 号麻機遊水地植物相調査業務委託報告書 

背景画像出典）令和 6 年度[第 36-K1802-01 号]静岡海岸ほか海岸調査に伴う測量業務委託（空中写真撮影）成果物 
図 3.3.4 浅畑川におけるナガエツルノゲイトウの分布状況の推移（1/2）   

越流堤 

越流堤 
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令和 6（2024）年度（1 地点、227.15 ㎡） 

 
【資料】令和 6 年度麻委第 3 号麻機遊水地植生調査等業務委託報告書 

令和 7（2025）年度（80 地点、5055.46 ㎡） 

 
背景画像出典）令和 6 年度[第 36-K1802-01 号]静岡海岸ほか海岸調査に伴う測量業務委託（空中写真撮影）成果物 

図 3.3.4 浅畑川におけるナガエツルノゲイトウの分布状況の推移（2/2） 
 

R6/2/21 日～R6/3/7 

駆除作業実施 

ナガエツルノゲイトウ駆除場所 

浅畑川起点 
越流堤 

越流堤 



76 

3.3.2 今後の対応 

（1）浅畑川集水域 

浅畑川集水域ではナガエツルノゲイトウの生育はなかった。ただし、洪水時の流入・漂着によ

り散在的に新規侵入が発生するリスクがあるため、引き続き定期的なモニタリングと初期侵入段

階での早期除去が重要である。 

特に浅畑川のナガエツルノゲイトウ分布範囲に接する本川及び支川については、大規模出水後

に点検を実施し、侵入状況を迅速に把握することが望ましい。 

 

 
背景画像出典）令和 6 年度[第 36-K1802-01 号]静岡海岸ほか海岸調査に伴う測量業務委託（空中写真撮影）成果物 
浅畑川集水域内河川：基盤地図情報(水崖線)(国土地理院)(https://service.gsi.go.jp/kiban/app/)を加工し作成 

図 3.3.5 大規模出水後にナガエツルノゲイトウの侵入状況を点検することが望ましい箇所 

 

ナガエツルノゲイトウの 
分布範囲上流側 

ナガエツルノゲイトウの 
分布範囲に接続する支川 

浅畑川起点 
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（2）浅畑川 

 1）優先的に除去対策を実施すべき場所 

ナガエツルノゲイトウの生育が確認された浅畑川では、分布拡大および下流域への二次拡散を

防止するため、上流部から下流部に向かって体系的に除去対策を実施することが重要である。 

分布が確認されている最上流部から対策を開始し、順次下流へと進めることで、上流からの新

たな流入を抑制しつつ、下流域への拡大を防ぐことができる。 

これを踏まえ、浅畑川における除去対策の優先順位を以下のとおり設定する。 

 

優先順位 1：分布最上流部および低密度で確認されている区間 

分布の最上流部や、生育密度が低く群落規模が小さい区間は、早期対応により効率的な根絶ま

たは抑制が期待できる。このため、最優先で除去対策を実施し、新たな下流域への供給源となる

ことを防ぐ。 

 

優先順位 2：第 3 工区越流区間より上流の中～高密度分布区間 

第 3 工区沿いに至る上流区間では、中～高密度の群落が連続的に分布している箇所が多く、遊

水地内への侵入リスクが高い。このため、優先順位①の区間の対策と並行して、分布量の縮小お

よび低密度化を目的とした計画的な除去を実施する。 

 

優先順位 3：第 3 工区沿いの高密度分布区間 

第 3 工区沿いの河川区間では、ナガエツルノゲイトウが広範囲に高密度で分布しており、遊水

地への主要な供給源となっている。全面的な除去は困難であることから、越流区間を中心に重点

的な管理を行い、少なくとも低密度での生育状態を維持することを管理目標として、継続的な除

去とモニタリングを実施する。 
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背景画像出典）令和 6 年度[第 36-K1802-01 号]静岡海岸ほか海岸調査に伴う測量業務委託（空中写真撮影）成果物 

図 3.3.6 浅畑川おいて優先的に除去対策を実施すべき場所 
 

越流堤 

浅畑川起点 

優先順位 2：第 3 工区越流

区間より上流の中～高密度

分布区間 

優先順位 1：分布最上流部

および低密度で確認されて

いる区間 

優先順位 3：第 3 工区沿い

の高密度分布区間 


